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講座番号

021 英国学
英国の近現代で話題になった史的事象の実像と虚像

講座内容
日本には近代化のモデルを英国に求め、その英国を羨望し、「追いつけ」、「追い越せ」をスローガンとした
時代があった。本講座では、嘗て日本人が追い求めた英国の近現代史に見る史的事象を、個々のテーマ
に置き換え、「身近な英国史」をモットーにアプローチを考えている。

期　間 10月5日～11月30日 受講料 10,000円

曜　日 木曜日 定　員 30名

時　間 12：50～14：50 会　場 横浜・関内キャンパス

回　数 全8回 持ち物 筆記用具
教　材 講師が毎回レジュメやプリントを用意します。          

講座スケジュール
回数 日　程 内　　　　　容 担当講師

1 10月 5日（木） 離婚が切っ掛けになったイングランド国教会の誕生
―ヘンリー 8 世とエリザベス 1 世治下の宗教と政治― 小林 照夫

2 10月12日（木） 英国の立憲政治の基礎になった「権利章典」
―多くの日本人が学んだ国民の権利と自由の問題―　 小林 照夫

3 10月19日（木） 「囲い込み運動」は美しい英国の農村風景の原点
―『ユートピア』の著者トマス・モアは「羊が人間を食い殺す」と叙述―　 小林 照夫

4 10月26日（木） イングランド王国とスコットランド王国の合邦でグレートブリテン王国が誕生
―合邦時に取り決められた諸事項にもスコットランドの独立を求める遠因が― 小林 照夫

5 11月 2日（木） 産業革命は英国を世界の工場に
―スラム化したイースト・エンドにみるセツルメント活動の原点―　

三浦 啓治

小林 照夫

6 11月 9日（木） 英国のミドル・クラス
―タウンハウスとガーデンスクェアに彼らの生活文化観を見る―　 村田 幸子

7 11月16日（木） 戦後の「ゆりかごから墓場まで」政策が英国病蔓延の原因に
―鉄の女サッチャー首相の療法は英国の原点「小さな政府」で― 小林 照夫

8 11月30日（木）
「英連邦戦没者墓地」が横浜の保土ヶ谷に
―「コモンウェルス戦争墓地委員会」管理下の墓地にみる英国の追悼文化とナショナリ
ズム―

酒井 伴美

小林 照夫

講師紹介 小林 照夫（こばやし てるお）

三浦 敬冶（みうら けいじ） 酒井 伴美（さかい ともみ）

本学名誉教授

本学キリスト教と文化研究所客員研究員 英国史愛好家

博士(社会学）。本講座に関連した拙著として、『一冊でわ
かるイギリス史』(河出書房新社）、『スコットランドの都
市』(白桃書房）、『スコットランドの社会と風土』(春風
社）を掲載しました。その他の小林の著書等につきまし
てはウィキペディア小林照夫を参照ください。

本学在職中は「関東院学院史資料室」主幹として、学院
史等の資料の編集等に従事。

兄をニューギニアで戦死させているので、不戦の念か
ら保土ヶ谷の「英連邦戦死者墓地」の歴史を学ぶ。著書
は新聞・雑誌に投稿した記事をまとめた『愚草つれづ
れ』(銀の鈴社刊）。

村田 幸子（むらた ゆきこ）
英国・花文化研究家
フラワーデザインスクール運営。花産業アドバイザー。
大学社会人講座講師を経て、現在、英国花文化を研究
中。著書『ガーデニングビジネスの手引』(同友館）、編
著『設計から楽しむガーデンデザイン入門』(農山村文化
協会）。
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